
2022 年 3月 2日 

 

十六銀行 Jewelia×NPO 法人クローバ 

「時代に合った女性活躍勉強会」を開催しました 

 

当行は、当地域における女性活躍推進の機運醸成をはかるため、下記の勉強会をオン

ラインにて開催しましたのでお知らせいたします。 

本勉強会は、当行女性行員による商品・サービス開発プロジェクトチーム「Jewelia

（ジュエリア）」が、岐阜の女性が抱える社会課題の解決に取り組む「NPO 法人クロー

バ」さまとともに、これから“女性活躍推進”に着手したい事業者・団体の皆さまや、

既に取り組んでいるものの迷いが生じている事業者・団体の皆さま向けに企画いたしま

した。 

当日は、岐阜・愛知県内の事業者の方のなかで、女性活躍推進に関連する部署に所属

する担当者を中心とした156 名の皆さまにご参加いただきました。 

 

記 

 

１.名称 

「～どうやって女性活躍を進めるか迷っていませんか？～時代に合った女性活躍勉 

強会」 

   

２.開催日時 

 2022 年 3月 1日（火）14：30～16：00 

 

３.内容 

【第１部】講演 

講 師：岐阜県 男女共同参画・女性の活躍推進課 課長 崎浦 理加 氏 

テーマ：なぜ女性活躍推進が必要なのか 

①岐阜県における女性活躍の現状 

②岐阜県が進める女性活躍にかかる施策とその背景 

 

【第２部】トークショー 

講 師：岐阜大学地域科学部 准教授 立石直子氏、 

コピーライター・プランナー 船戸 梨恵氏 

      ファシリテーター：フリーアナウンサー 平松 亜希子氏 

テーマ：女性活躍を実践する上での迷いや悩みを払拭する 

   

 

 



第１部の講師である岐阜県男女共同参画・女性の活躍推進課課長 崎浦 理加 氏

からは、「女性活躍推進」が必要な理由についてデータを基に本質的な部分をご説

明いただくとともに、岐阜県の施策を事例に、具体的な行動指針を示していただき

ました。 

 

第２部の座談会では、事前に申込者から頂いたアンケート結果を基に、企業が抱

える具体的な課題にフォーカスし、岐阜大学地域科学部 准教授 立石直子氏とコ

ピーライター船戸 梨恵氏が疑問に答える形式で行いました。 

立石氏は、学術的な面と学生との関わりの中で得た気づきを基に話をされ、船戸

氏は、県内企業をはじめとした多数の企業に対してヒアリングを重ねた経験から具

体的な実例を交え、今後どのように活動していくと良いかについて、様々な角度か

らお話ししていただきました。 

【座談会テーマ（一例）】 

・現状維持を望む女性社員が多い中での女性活躍の進め方 

・活躍したい女性に対しどのようなサポートが求められるか 

・人事担当者が知っておきたい意欲ある学生が重視する点 

  【参加者の方の声】 

・充実した内容で、実践的に役立つ事柄も多く、自社の課題に照らし合わせて 

みても、大変為になるセミナーでした。 

・自社に即した解決策を見出すための具体的な手法が学べました。 

・今度は、実際に「家事・育児・仕事」を両立されている女性先輩方の「生の声」 

を聞いてみたいです。 

などといった声がありました。 

 

４.主催団体について 

  本勉強会は、Jewelia と NPO 法人クローバが共同で企画した、「初めての勉強会」 

です。 

NPO 法人クローバさまとは、Jewelia が企画した「Skill matching by ガラスの靴

プロジェクト」に共感いただいたことをきっかけに 2020 年 9月頃から情報交換を重

ねてきました。 

互いに取組みを進める中で、「女性目線とは何か」や、「男女平等が求められる中で、

なぜ今女性活躍なのか」といった疑問が浮かんでまいりました。そこで時節に合った

女性活躍推進について学びたいという気持ちが募り、このような勉強会を共同で開催

するに至りました。 

 

◆当行女性行員プロジェクトチーム「Jewelia（ジュエリア）」について 

  2020 年 2月に発足した十六銀行女性行員による商品開発プロジェクトチーム。 

  銀行の営業店とグループ会社勤務の女性社員 8名に、本部勤務の女性行員 2名を加

えた合計 10名で活動している。2020 年 8月には「Skill matching by ガラスの靴



プロジェクト」をリリースし、創業や地域に貢献したいという思いを持つ地元女性

の「特技」を紹介し、仕事ととして挑戦する機会を提供している。 

◆NPO 法人クローバについて 

  2010 年に設立した女性活躍支援団体。社会の課題解決を目指す行政や企業と協業

し、女性のリアルなニーズや悩みに応えるプロジェクトの運営、ソーシャルビジネ

スプロモーショを実施する。この趣旨に賛同した法人企業や女性とともに、岐阜最

大級のママ＆ウィメンズイベント「ぎふウィメンズフェスタ」の開催や、自治体と

の協働事業による「ワークライフバランス冊子の制作」、「女性起業支援事業」とい

った啓発活動も行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左から 平松氏、船戸氏            第 2部座談会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NPO 法人クローバ 代表 島田氏              十六銀行Jewelia 事務局 後藤 

 

以 上 

 

 


